




















第 2期は，これらの構想が実現しないことを受けた 1946年 8月以降の時期であり，女子高等教
育機関の指導者らは相互に連携して女子大学の設立を図る方向へと方針を転換し，CIEのホームズ
らの助言を受けながら，1948年 3月以降に女子大学の設立を実現させたのであった。































































































































神戸女学院では，「はじめに」に記したように，1947年 9月 30日に 1回目の大学設立認可申請













































































































すべきと考える。他校の 1回目の認可申請は日本女子大学校が 12月 23日，津田塾専門学校が 12








































































この間の 47年 12月 9日の拡大常任理事会において，院長は「大学の許可の見通しについて，文
部当局の意向から察して明年二月頃になるであらう」と報告している 39。





　＜マ マ ＞ 　
理して面接説明したが，八日に
は特別委員会が文部省で開かれ再び院長が上京して説明。
これによれば，① 47年 9月 30日に提出した認可申請書を修正する必要が生じたこと，② 48年




再提出は他の申請校でも行われ，聖心女学院・東京女子大学が 2月 28日，津田塾専門学校が 29
日，日本女子大学校が 3月 1日に認可申請書を提出している。なお，神戸女学院大学などと同日に
認可された関西学院大学の場合は，提出日は 2月 25日であった 41。














たとしている 43。家政学部基準案が正式に確定したのは，48年 1月 27日の大学基準協会の理事会
兼評議委員会においてであり，女子大学の家政系についてはこの時期以降でなければ認可のための





























年 12月 16日に第 1回総会を開催した。同委員会は，大学基準運用要項を決定し，設置認可を申請
した学校の審査にあたった 48。同委員会は急いで組織されたため，委員会令の公布は総会開催より












































このような審査を終え，大学設置委員会は 3月 23日に 5女子大学を含む 12校の新制大学設置を
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